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存

版

前田 大地（まえだ だいち）さん
東京都の伊豆諸島・新島出身。本市出身の妻、1 男 2 女の 5 人暮らし。フルリモートで
都内のＩＴ系企業に勤務しながら、家族と過ごす時間を楽しんでいる。

本市は2025年版「住みたい田舎ベストランキング」総合部門第５位に選ばれました（※）。令和６年度は市の
移住相談窓口を利用した方の内、86世帯・146人が鶴岡市に移住しています。今回の特集では、U ターン移住
者の声や、移住支援について紹介します。もし、県外で暮らす家族が「いつか地元に戻りたい」と話していたら、
この夏、鶴岡への移住を提案してはいかがでしょう。
※『田舎暮らしの本』（宝島社）第13回住みたい田舎ベストランキング（10万人以上25万人未満のまち）　　　　

娘に教えなきゃこんなにある！ ▲ ▲ ▲　移住支援

孫の小学校入学に合わせて、
娘家族が県外から鶴岡に戻って
くるんだけど……　
何か支援はありますか。

　

●問合せ　本所地域振興課☎35‐1191

それは「Ｕターン移住」ですね。
様々な移住支援がありますので、
当てはまるものをご案内しますね！

　コロナ禍による在宅勤務をきっかけに、東京で暮らす必要性を感じなくな
り、長女の小学校入学を機に、2022年３月に鶴岡市へ移住しました。妻が
鶴岡での子育てを希望していましたし、次女が産まれ、住んでいたマンショ
ンが手狭になったことも移住を後押ししました。
　移住後は、子供たちと祖父母の距離が近くなったことで、家族との時間が
増え、移住して良かったと感じています。また、庄内のおいしい
ご飯も大切な要素で、義父と晩酌を楽しんでいます。

市移住サイトの記事を抜粋

家族で東京から
引っ越してきました！

食　の　支　援
①つるおか食の支援

②米・みそ・しょう油　１年分
本市の特産品や山形県産の米、みそ、
しょう油を１年分提供

子　育　て　支　援
子供の医療費無料

０歳～18歳までの医療費全額助成

学校給食費無料
小・中学校の学校給食を無償で提供

KENGAI

TSURUOKA

移　住　支　援　金
最大100万円 ＋α

東京23区内に居住・通勤していた
方が、県マッチングサイトの掲載企
業に就職した場合等に支給

奨学金返済支援(つるおかエール）

最大月４万2,000円
40歳以下の県外就職者がＵターン
就職した場合、奨学金返済を支援

高校生等通学費支援
月5,000円を超える額

高等学校、高等専門学校生等の定期
券代（バス・鉄道）を支援

家　賃　補　助
１万円×24か月

県外から移住し、賃貸住宅に居住す
る方を対象に家賃を補助
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移住に関する情報収集はこちらから！

　②Instagramをフォロー
　　　　 @tsuruoka.iju

　①鶴岡市移住サイト
　　「前略  つるおかに住みマス。」

移住体験ツアーやお試し
移住施設で、今の鶴岡の
暮らしを体験しよう！

移住を決定！引き続き、
不動産や仕事など鶴岡で
の暮らしの準備をしよう

どんな暮らしがしたい？
目的を整理してみよう

家族と話して、
情報収集しよう！

相談してみよう！
オンラインでもＯＫ！

鶴岡での新生活がス
タート！楽しい暮ら
しになるといいな

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

STEP6

移住までのステップ

▶転入前に相談するメリット！
　・受けられる支援が分かる！
　・移住や仕事のサポートが受けられる！
　　暮らしや住まいの情報、地元企業との就職マッチン　
　　グサービスなど、専門の相談員が対応します

転入後に相談すると、支援が
受けられないことがあります。
少しでも移住を考えている場合、
まずは気軽に相談してください。
電話やメールでも相談できますよ。

つるおか暮らし・しごと支援センター◆ 相談先①

移住・定住を希望する人の仕事や子育て、住まいなどの相談にワ
ンストップで対応します。オンライン相談も可能です。親御さん
からの相談なども含め、気軽にお問い合わせください。
●受付時間　午前８時30分～午後５時15分
●場所　本所地域振興課

私たちに
お任せください！

U ターン移住したいと思ったら「転入前に相談！」

移住相談会＆イベント◆ 相談先②

●期日：９月20日（土）・21日（日）
●会場：東京国際フォーラム
●内容：全国規模移住相談会。セミ
　　　　ナーやマルシェもあり！

●期日：10月11日（土）～ 13日（月）
●会場：鶴岡市内
●内容：移住を検討している方が鶴岡
　　　　での生活を想像できるツアー

●期日：10月25日（土）
●会場：東京交通会館
●内容：山形県内の移住相談会。仕事
　　　　の相談も可能！

ふるさと回帰フェア 移住体験ツアー やまがた暮らし･やま盛り相談ＤＡＹ

移住者
インタビュー

支援情報
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高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を 

お
届
け
し
て
い
ま
す

■■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■■対
・
■■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
13
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞
（
一
部
地
域
の
方
に
は
贈
呈
済
み
）　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
昭
和
２
年
生
ま

れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１
０
０
歳
の

方
（
大
正
14
年
４
月

１
日
～
15
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）
…
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
祝
状

と
記
念
品　

■■問
本
所

地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
35
‐
１
２
７
４

成
人
の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
た
め
、
成
人
の

風
し
ん
抗
体
価
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

■■
助
成
期
間　

来
年
３
月
31
日
接
種
分
ま
で　

■■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い

る
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
30
歳
～
50
歳

の
女
性　

②
抗
体
価
が
不
十
分
と
判
定
さ
れ

た
①
の
夫
及
び
同
居
家
族　

③
妊
婦
（
抗
体

価
が
不
十
分
ま
た
は
妊
婦
健
診
で
の
風
し
ん

抗
体
価
検
査
結
果
判
定
前
）
の
夫
及
び
同
居

家
族　

■■
助
成
額　

市
指
定
医
療
機
関
で
実

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP ＝ホームページ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

　

在
宅
の
身
体
障
害
者
宅
を
身
体
障
害
者
相

談
員
が
訪
問
し
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■■日
８
月
25
日
○月
～
12
月
28
日
○日　

■■申
本
所
福

祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推

進
課
）
へ

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ 

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■■対
看
護
師
、

准
看
護
師
、
調
理
師
等
の
資
格
取
得
の
た
め

の
養
成
機
関
に
１
年
以
上
通
学
す
る
方
（
最

長
３
年
間
）　

■■
支
給
額　

月
額
７
万
５
０

０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
月
額
10

万
円
）　

■■他
同
給
付
金
の
受
給
者
を
対
象
に

助
成
制
度
（
生
活
応
援
給
付
金
〈
■■
支
給
額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま
い
応
援
給
付
金
〈
■■対

民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方　

■■
支
給

上
限
額　

月
額
２
万
円
〉）
あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保

険
法
で
定
め
る
教
育
訓
練
給
付
金
を
受
給
で

き
る
方
は
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
〉）　

▼
共
通　

■■申
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０
４
３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
…
全
額　

市
外
の
医
療
機
関
…
償
還
払
い

（
上
限
あ
り
）　

■■申
対
象
②
の
方
は
検
査
結
果
、

対
象
③
の
方
は
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
上
、
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
　　　　　
35
‐

０
１
５
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

■■他
次
の
方
は
対
象
外　

▽
妊
娠
中
ま
た
は
妊

娠
し
て
い
る
可
能
性

あ
り　

▽
過
去
に
本

事
業
で
風
し
ん
抗
体

価
検
査
を
受
け
た　

▽
風
し
ん
感
染
歴
あ

り　

▽
風
し
ん
予
防

接
種
を
２
回
以
上
受

け
た日

曜
日
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
検
診
の
お
知
ら
せ

■■日
10
月
５
日
○日　

■■
受
付　

午
前
８
時
30
分

～
10
時
30
分　

■■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー　

■■対
乳
が
ん
…
40
歳
以
上
で
今
年
度
偶

数
年
齢
に
な
る
女
性
先
着
20
人　

子
宮
が
ん

…
20
歳
以
上
の
女
性
先
着
20
人　

■■費
１
、
２

０
０
円
（
70
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
の
方
は

４
０
０
円
）　

■■申
８
月
18
日
○月
ま
で
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
へ　

■■他
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免

制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
櫛
引
地
域
…
丸
山
成
章
（
た
ら
の
き
代
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

健
康
・
福
祉

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
８
月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０
４
３
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付　

■■日
８
月
１
日
○金
～
29
日
○金
午
前
８

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）　

■■他
８
日
○金
ま
で
は
同
セ
ン

タ
ー
で
の
受
付
を
午
後
７
時
30
分
ま
で
延
長

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送

り
ま
す
の
で
、期
間
内
に
子
育
て
推
進
課（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐
０
１
７
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ

く
り
推
進
課
）
へ
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■■
提
出
期
間　

８
月
12
日
○火
～
９
月
11
日
○木

支
給
日
は
８
月
15
日
○金
で
す 

８
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
年
６
回
（
偶
数
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

■■問
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐

０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

子
育
て
・
教
育

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く

り
推
進
課
）
へ　

■■他
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
の
電
子
申
請
も
可
能

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
環
境
政
策
課
（
つ
る

お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
内
）

内
「
庄
内
南
部
地
域
地

下
水
利
用
対
策
協
議
会
」

事
務
局
☎
26
‐
０
１
３

９
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
瞬
時

に
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
の
試
験

放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■■日
8
月
20
日
○水
午
前
11
時
頃　

■■
放
送
内
容　

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
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#90

　

こ
ど
も
の
頃
の
夏
休
み
、
田
ん
ぼ
の
道

か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て
海
へ
。
自
転
車

で
随
分
と
遠
く
に
出
掛
け
た
。
自
転
車
で

行
け
る
範
囲
も
、
小
学
校
の
低
学
年
は
集

落
内
に
と
ど
ま
り
、
高
学
年
に
な
る
と
学

区
内
を
あ
ち
こ
ち
と
回
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
中
学
生
に
な
る
と
学
区
を
越
え
て
、

あ
る
と
き
、
小
波
渡
海
水
浴
場
に
友
人
と

２
人
で
出
掛
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ち
ょ

っ
と
し
た
夏
の
冒
険
だ
っ
た
。

　

７
月
3
日
、
栄
地
区
の
だ
だ
ち
ゃ
豆
の

ほ
場
を
訪
問
し
た
。
令
和
5
年
の
猛
暑
、

令
和
6
年
の
大
雨
・
日
照
不
足
の
影
響
か

ら
、
各
農
家
は
種
子
の
確
保
に
苦
労
し
て

い
た
。
発
芽
率
の
低
下
が
顕
著
と
な
り
、

苗
が
確
保
で
き
ず
、
作
付
面
積
が
減
少
し

た
。
種
は
農
業
の
諸
活
動
の
根
源
と
言
え

る
。
一
昨
年
の
猛
暑
を
受
け
、
種
子
保
存

用
の
冷
凍
庫
の
導
入
を
補
助
し
た
が
、
更

に
将
来
を
見
据
え
た
対
応
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

水
稲
の
転
作
作
物
で
あ
る
枝
豆
の
作
付

面
積
の
減
少
に
は
、
種
の
問
題
に
加
え
て
、

米
価
の
高
騰
に
よ
る
影
響
も
あ
っ
た
。
豆

か
ら
米
へ
の
作
付
け
の
転
換
が
進
ん
だ
の

だ
。
そ
う
し
た
中
、
備
蓄
米
の
放
出
が
進

行
し
、
米
価
が
意
図
的
に
下
げ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
米
政
策
に
は
、
生
産
面
と

消
費
面
の
両
面
か
ら
の
対
策
が
必
要
だ
。

政
府
が
採
っ
た
米
価
抑
制
策
は
、
消
費
者

へ
の
対
策
に
偏
り
、
生
産
者
は
得
ら
れ
る

は
ず
だ
っ
た
収
入
の
機
会
を
逃
が
す
こ
と

と
な
っ
た
。
一
時
的
な
米
の
増
産
の
先
に

何
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
７
月
７
日
、
国

の
担
当
者
も
出
席
し
、
鶴
岡
市
農
業
振
興

協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
答
え
を

見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　

７
月
8
日
、
鶴
岡
市
水
産
振
興
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
令
和
6
年
度
の
県
全
体

の
漁
獲
額
は
、
沖
合
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
不

漁
な
ど
か
ら
18
・
1
億
円
、
前
年
比
１
・

5
億
円
減
の
過
去
最
低
と
な
っ
た
。
本
市

の
漁
獲
額
に
つ
い
て
は
11
・
2
億
円
、
前

年
比
０
・
5
億
円
の
増
と
な
っ
た
。
本
市

の
ス
ル
メ
イ
カ
は
沿
岸
操
業
の
た
め
、
県

全
体
の
不
漁
よ
り
も
影
響
が
小
さ
か
っ
た
。

ま
た
、
サ
ワ
ラ
の
神
経
締
め
や
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
の
冷
や
し
込
み
な
ど
、
高
鮮
度
・
高
品

質
を
目
指
し
た
本
市
の
漁
業
者
の
取
り
組

み
が
光
っ
た
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
市
独
自
の

「
が
ん
ば
る
水
産
業
応
援
補
助
金
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
県
と
市
の
協
調
事
業
の

補
助
金
が
不
足
す
る
中
、
漁
場
環
境
の
変

化
な
ど
に
対
応
し
て
設
備
を
導
入
し
よ
う

と
す
る
漁
業
者
を
応
援
す
る
事
業
だ
。
中

古
船
の
購
入
や
、
冷
水
冷
却
装
置
、
さ
ら

に
は
、
近
年
水
揚
げ
が
増
え
て
い
る
マ
グ

ロ
漁
用
の
機
器
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
）
の
電
波
を
受
信
し
、
自
船
の

位
置
を
海
図
上
に
表
示
す
る
機
器
な
ど
の

導
入
を
支
援
し
て
い
る
。
6
月
24
日
に
開

催
さ
れ
た
山
形
県
漁
協
の
総
代
会
に
お
い

て
、
私
は
、
厳
し
い
経
営
・
漁
場
環
境
に

あ
る
本
県
水
産
業
の
維
持
、
底
上
げ
を
図

る
観
点
か
ら
、
本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
上
で
、
同
じ
庄
内
浜
の
酒
田
市
、
遊

佐
町
で
も
頑
張
る
漁
業
者
を
応
援
し
て
ほ

し
い
、
と
訴
え
た
。

　

こ
ど
も
の
頃
に
歩
い
た
砂
浜
、
潜
っ
た

海
は
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
直
面
し
て
い

る
。
７
月
11
日
、
鶴
岡
市
海
岸
保
全
に
関

す
る
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
た
。

砂
浜
の
減
少
に
悩
む
由
良
地
区
な
ど
の
声

を
踏
ま
え
、
課
題
を
把
握
し
、
専
門
家
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　

漁
場
・
魚
種
の
変
化
に
加
え
、
漁
業
者

は
、
漁
網
や
魚
箱
な
ど
の
資
材
価
格
、
燃

料
・
電
気
代
の
高
騰
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

市
で
は
、
学
校
給
食
で
の
地
魚
の
活
用
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
10
月
に
は
、「
魚

の
お
い
し
い
ま
ち
鶴
岡
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
、
庄
内
浜
の
恵
み
を
食
べ

て
応
援
す
る
こ
と
に
、
更
な
る
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

固
定
資
産
所
有
者
死
亡
の
際
は 

納
税
義
務
者
変
更
の
手
続
き
を

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者

変
更
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
亡
く
な
ら
れ
た
後
に
必
要
な
手
続

き
は
、
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
の
「
お
く
や
み
窓
口
」
で

案
内
し
て
い
ま
す
。

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
８　

■■他
市
HP

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
７
年
度

は
月
額
1
万
７
、
５
１
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
年
額
に

加
算
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ

受
給
す
る
場
合
は
、
付
加
年
金
も
老
齢
基
礎

年
金
と
同
率
で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

■■対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）　

■■問
鶴

岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国

保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域

税
・
年
金

生
活
・
そ
の
他
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テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

９
月
１
日
は
防
災
の
日

　

関
東
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
場
所
、
避
難
す
る

際
の
非
常
用
持
ち
出

し
品
、
家
族
と
の
連

絡
方
法
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課

☎
35
‐
１
２
０
４

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い 

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事
し
て
い
る　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の

地
位
向
上
及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の

技
術
者
の
模
範
に
な
っ
て
い
る　

■■申
８
月
29

日
○金
ま
で
推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
35
‐
０

６
３
３
へ　

■■他
市
HP

令
和
８
年 

鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■■日
来
年
１
月
11
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■■対
平
成
17
年
４
月
２
日
～

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■■問
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６　

■■他
対

象
者
に
は
11
月
中
に
案
内
状
を
発
送
。
市
HP

令
和
８
年
度
補
助
事
業
要
望
受
付
中
！ 

鳥
獣
被
害
対
策
に
支
援
し
ま
す
　

　

市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
防
止
を
図
る
た
め
、
農
業
者
、
営
農
組
織
、

生
産
組
合
等
を
対
象
に
次
の
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

▽
電
気
柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
（
２
分
の

１
以
内
）　

▽
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
活
動
経
費
（
定
額
ま

た
は
２
分
の
１
以
内
）　

▽
防
鳥
ネ
ッ
ト
、

侵
入
防
止
柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
（
２
分

の
１
以
内
）　

▽
狩
猟
免
許
・
銃
所
持
許
可

の
取
得
に
掛
か
る
費
用
（
２
分
の
１
以
内
）　

▽
不
要
果
樹
の
伐
採
に
要
す
る
経
費
（
３
分

の
２
ま
た
は
伐
採
本
数
に
２
万
円
を
乗
じ
た

額
の
内
、
低
い
方
の
額
）　

▽
イ
ノ
シ
シ
の

掘
り
起
こ
し
の
復
旧
に
掛
か
る
経
費
（
３
分

の
１
以
内
）

■■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■■他
各

事
業
上
限
あ
り
。
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向

け
て
の
要
望
等
は
９
月
30
日
○火
ま

で
受
け
付
け
。
市
HP

地
方
就
職
学
生
支
援
事
業 

地
方
就
職
支
援
金

　

県
内
に
就
職
・
移
住
す
る
東
京
圏
の
大
学

生
の
就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

■■対
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県

の
大
学
ま
た
は
大
学
院
を
卒
業
・
修
了
後
、

対象者には申請書を順次発送予定

定額減税調整給付金（不足額給付分）を給付します
　■■事業担当　定額減税調整給付対策室　　■■問定額減税調整給付金担当窓口☎0120‐002‐205

　令和６年分の所得税と令和６年度の個人住民税への定額減税で、一部しか減税・調整給付を受けられなかった方
に不足額を給付します。令和 7 年 1 月 1 日に本市に住民登録があり、次の「不足額給付Ⅰ」・「不足額給付Ⅱ」に
該当する方が対象です。

不足額給付Ⅰ 不足額給付Ⅱ

対象者 当初調整給付に不足が生じた方 事業専従者、合計所得が48万円超の
非課税者などの内、支給要件に該当する方

給付金額 減税しきれない額を
1 万円単位で切り上げた額 原則として 4 万円

詳しくは
こちら

■ 申請書類の発送　対象となる方に「支給のお知らせ」または「確認書」を
　　　　　　　　　9月上旬までに順次発送します
　　　　　　　　　※対象と思われる方で、９月上旬を過ぎても申請書類が
　　　　　　　　　　届かない場合はご連絡ください。

■�申請期限　　　　10月31日○金必着
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鶴
岡
市
へ
移
住
し
山
形
県
内
の
企
業
に
就
職

し
た
方
ま
た
は
今
後
見
込
ま
れ
る
方　

■■
対

象
経
費
　
①
県
内
の
内
定
企
業
に
係
る
採
用

面
接
ま
た
は
採
用
試
験
の
会
場
ま
で
の
往
復

交
通
費
（
補
助
上
限
１
万
１
、９
０
０
円
）

②
市
内
へ
の
移
転
の
た
め
に
引
っ
越
し
業
者

ま
た
は
運
送
業
者
に
支
払
っ
た
費
用
（
補
助

上
限
８
万
１
、５
０
０
円
）　

■■申
来
年
２
月

27
日
○金
ま
で
本
所
商
工
課
☎
35
‐

０
６
３
３
へ　

婚
活
支
援
事
業
補
助
金

　

市
で
は
、
結
婚
を
望
む
独
身
男
女
が
自
分

に
あ
っ
た
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
出
会
い
の
場
を
積

極
的
に
創
出
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■■対
つ
る
お
か
婚
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登

録
し
て
い
る
企
業
、
団
体
等　

■■
対
象
経
費
　

謝
金
・
消
耗
品
・
印
刷
製
本
費
・
通
信
運
搬

費
・
手
数
料
・
保
険
料
・
使
用
料
（
賃
借
料
）　

■■
補
助
額
　
対
象
経
費
の
合
計
額
の
２
分
の

１
以
内
ま
た
は
５
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額　

■■申
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１

９
１

■■問学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4865

　詳細は、８月中旬に郵送する案内で確認してください。

小真木原野球場のネーミングライツ・パートナーが決定！�

新しい通称は“WaTaRaI鶴岡ドリームスタジアム”です
■■問スポーツ課☎25‐8131

　同野球場の安定的・持続的な管理運営のため、命名権者を募集した結果、㈱渡会電気土木に決定しました。

■�命名権者（ネーミングライツ・パートナー）
　㈱渡会電気土木
■�施設の通称
　WaTaRaI鶴岡ドリームスタジアム

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■�契約期間
　�令和７年８月１日～10年７月31日
■�契約金額
　360万円（３年間・税別）

平成31年４月２日～令和２年４月１日生まれが対象

来春小学校入学予定者の健康診断を行います

【
訂
正
】７
月
号
の「
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」、

「
鶴
岡
市
職
員
採
用
試
験
（
４
ペ
ー
ジ
）」

の
記
事
で
、「
上
級
行
政
（
社
会
人
経
験

者
）」
の
受
験
資
格
が
「
～
平
成
２
年
４

月
１
日
」
と
あ
る
の
は
、「
～
平
成
３
年

４
月
１
日
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

日にち 時　間 対　　象

９月

10日○水
午後１時10分 黄金小（同小・斎小学区）
午後１時15分 京田小（同小学区）

17日○水
午後０時45分 朝暘四小（同小学区）
午後１時５分 大山小（同小・湯野浜小・西郷小学区）

18日○木 午後１時30分 豊浦小（同小学区）
19日○金 午後１時 櫛引西小（櫛引地域）
25日○木 午後０時50分 朝暘五小（同小学区）
26日○金 午後１時10分 あさひ小（同小学区）

30日○火
午後１時10分 大泉小（同小・上郷小学区）
午後１時15分 朝暘一小（同小学区）

10月

１日○水 午後１時５分 あつみ小（温海地域）
２日○木 午後１時10分 藤島小（藤島地域）

３日○金
午後０時45分 朝暘六小（同小学区）
午後１時 広瀬小（羽黒地域）

８日○水 午後０時15分 朝暘三小（同小学区）
９日○木 午後０時50分 朝暘二小（同小学区）
22日○水 午後１時 にこ♥ふる（未受診者）
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わ
げ
し
ょ
の
力
で

朝
日
地
域
を
盛
り
上
げ
る
！

佐藤尚貴
scene18

Naoki  Sato
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げ
し
ょ
と
は
、
庄
内
弁
で
「
若
い

　
　
　

衆
」
を
指
す
言
葉
。
チ
ー
ム
Ｗわａ

Ｇげｅ
Ｓし

ょ
ｈ
о
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
朝

日
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
10
人
で
構

成
さ
れ
る
団
体
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

始
ま
り
は
、
令
和
２
年
11
月
。
地
域
の

若
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
た
た

め
、
若
者
が
絆
を
深
め
な
が
ら
地
域
の
た

め
に
活
動
す
る
場
を
作
ろ
う
と
朝
日
中
央

地
区
自
治
振
興
会
が
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
の
で
す
。
現
在
チ
ー
ム
の
会
長
を
務
め

る
佐
藤
尚
貴
さ
ん
が
参
加
を
決
め
た
の
は
、

立
ち
上
げ
を
知
っ
て
す
ぐ
の
こ
と
で
し
た
。

 

「
同
じ
地
域
に
住
む
同
年
代
の
人
た
ち
と

活
動
す
る
な
ん
て
絶
対
楽
し
そ
う
だ
し
、

ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」。

　

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
朝
日
地
域
に
住

ん
で
い
る
佐
藤
さ
ん
。
活
動
当
初
か
ら
思

い
描
い
て
い
た
の
は
、
朝
日
地
域
の
魅
力

を
十
分
に
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
若
い
人

た
ち
が
年
々
地
域
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

 

「
都
会
に
比
べ
る
と
何
も
な
い
と
思
っ
て

い
る
か
ら
、
離
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

ね
。
で
も
、
子
供
の
頃
に
こ
の
地
域
に
い

て
つ
ま
ら
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
む
し

ろ
逆
で
、
山
を
駆
け
回
っ
た
り
、
川
で
泳

い
だ
り
し
た
こ
と
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た

は
ず
な
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
っ
た
良
さ
は
、

大
人
に
な
る
と
忘
れ
が
ち
。
だ
か
ら
こ
そ
、

朝
日
地
域
な
ら
で
は
の
大
自
然
や
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
機
会
が
必
要
だ
と
思
う
ん
で

す
。
チ
ー
ム
Ｗ
ａ
Ｇ
ｅ
Ｓ
ｈ
о
で
、
地
元

の
人
に
も
訪
れ
た
人
に
も
地
域
の
魅
力
が

伝
わ
る
機
会
を
作
り
出
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。」
と
、
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
こ
れ
ま
で
、
大
鳥
池
登
山
や

笹
巻
作
り
教
室
な
ど
を
開
催
。
か
た
く
り

温
泉
ぼ
ん
ぼ
の
集
客
に
一
役
買
い
た
い
と
、

敷
地
内
で
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

「
参
加
者
に
は
、
サ
ウ
ナ
に
じ
っ
く
り
入

っ
た
後
に
雪
山
に
飛
び
込
ん
で
体
を
冷
や

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。『
豪
雪
地
帯
な
ら

で
は
の
体
験
が
で
き
た
』
と
好
評
で
、
手

応
え
を
感
じ
ま
し
た
ね
」。

　

会
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

〝
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
〟
こ
と
。
そ
れ
は
、

経
験
を
積
む
こ
と
で
可
能
性
が
広
が
る
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

 

「
新
し
い
経
験
は
と
き
に
人
生
を
変
え
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
何
事
も
挑
戦
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に
入
っ

た
理
由
の
１
つ
も
そ
れ
で
す
ね
」。

　

活
動
が
始
ま
っ
て
４
年
。
今
後
は
地
域

の
魅
力
の
発
信
と
メ
ン
バ
ー
の
募
集
に
力

を
入
れ
な
が
ら
、
朝
日
地
域
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
体
験
を
提
供
し
た
い
と
語
り
ま
す
。

 

「
日
常
か
ら
離
れ
て
大
自
然
の
中
で
遊
ぶ
。

そ
ん
な
ふ
う
に
多
く
の
人
が
童
心
に
返
っ

て
楽
し
め
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」。

　

夏
の
日
差
し
を
浴
び
て
ど
ん
ど
ん
成
長

し
て
い
く
若
木
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
率
い

て
、
佐
藤
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
朝
日
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

佐藤尚貴（さとう・なおき） さん（33）

朝日地域熊出地区出身。鶴岡工業高校、産業技術
短期大学校を卒業後、朝日地域にある精密機器メ
ーカーに就職。チームWaGeShoでは、メンバー
に推薦されて、発足１年目から会長を務めている。
趣味はカメラで、「魅力の発信に役立てたい」と
意気込む。朝日地域でお薦めのスポットは、く
わだいさくら公園と、5 月にだけ見られる荒沢ダ
ムの水没林。

 
わ

▲「さぁ、出発だ！」。恒例の１泊２日
　の大鳥池登山を行い、釣りのほか衛　
　星インターネットの接続試験をした。

▲チームの魅力は、地元愛が強いメンバーが集まって
　いること。「企画のアイデアがどんどん出てくるの
　で、会長としては助かっている」と話す。

インスタグラム
で活動を発信中

チームWaGeSho
メンバー募集中！

●参加方法
チームWaGeShoのインス
タグラムを通じて連絡する
か、朝日中央コミュニティ
センター☎53‐3560へ

朝日地域にゆかりのある若
者ならどなたでも大歓迎！

▼
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６月22日に行われた新しい市役所朝日庁舎と消防署朝
日分署の内覧会に、地域住民をはじめ多くの方が参加。
誰でも利用できる多目的スペース「みなくる」や、庁
舎とつながる消防署の事務室などを見学し、新庁舎へ

の期待が高まりました。30日の開所式では、多目的ス
ペースの愛称を考案した小・中学生に感謝状が贈呈さ
れたほか、朝日祥雲御山太鼓の迫力ある演奏が披露さ
れ、新庁舎の門出に華を添えました。

新朝日庁舎・消防署朝日分署　内覧会＆開所式朝日｜６.22・30

鶴岡｜６.３～29 図書館リレー企画 第２弾「未来にごみを残さない」

リデュース・リユース・リサイクルをテーマに、図書
館本館で関連書籍やごみのサンプル品を展示しました。
最終日にはペットボトルリサイクル教室を開催し、親

子など13組が参加。ペットボトルの正しい捨て方を
実践したほか、タブレットを使ったゲームやビンゴに
挑戦して、リサイクルの大切さを楽しく学びました。
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景観って何だろう？　まちあるきin松ヶ岡

良好な景観や、景観を守るルール等を学んだ後、松
ヶ岡開墾場周辺を散策。見通しの良いスポットを見
つけると、参加者同士で声を掛け合っていました。

羽黒｜７.５

様々な模様の作品が完成！竹あかり竹まり講座

「家に飾るのが楽しみ！」。間伐した竹を活用し、穴
を開けたり、竹ひごを重ねてまりの形にしたりして
個性あふれる作品を製作しました。

櫛引｜７.５

～酒と肴と鼠ヶ関～イカ・マグロまつり2025

鼠ヶ関港に揚がった新鮮なマグロがその場で解体さ
れて振る舞われ、多くの来場者が舌鼓を打ちました。
名物のスルメイカ卓球も盛り上がりました。

ほとりあ　外来生物捕獲大作戦

子供から大人まで約40人が参加し、都沢湿地の水
路でアメリカザリガニ約1,500匹を捕まえました。
捕獲した生き物の供養祭も行われました。

鶴岡｜７.５温海｜６.21

鶴岡｜６.５～７.５ ダ・ヴィンチ没後505年　「夢の実現」展

未完成または欠落していることの多いレオナルド・ダ
・ヴィンチの絵画を、当時の資料やデジタル技術を基
に復元した作品が展示。彼が何を描こうとしていたの

かを一目見ようと、約9,000人が鶴岡アートフォーラ
ムを訪れました。庄内出身で日本のダ・ヴィンチと称
された松森胤保の功績も併せて紹介されました。
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新
日
本
婦
人
の
会
鶴
岡
支
部 

被
爆
80
年「
平
和
の
つ
ど
い
」

■■日
８
月
６
日
○水
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時　

■■場
中
央
公
民
館　

■■内
広
島
の
高
校
生

が
描
い
た
原
爆
の
絵
展
、
戦
争
体
験
を
聞

く
会
等　

■■問
同
会
☎
24
‐
９
０
２
９

月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

■■日
9
月
末
頃
ま
で　

■■費
オ
ー
ト
サ
イ
ト
通

常
…
４
、
２
０
０
円
～　

フ
リ
ー
サ
イ
ト

…
２
、
１
０
０
円
～　

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
１

サ
イ
ト（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）…
１
、

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP ＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

５
５
０
円　

■■場
・
■■問
同
キ
ャ
ン
プ
場
☎
54

‐
６
６
０
６　

■■他
ピ
ザ
焼
き
体
験
、
タ
イ

ダ
イ
染
め
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
等
開

催
あ
り
。
HP

庄
内
産
地
直
売
所 

周
遊
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　　

庄
内
地
域
の
直
売
所
21
か
所
の
内
、
３

か
所
で
買
物
を
し
、
応
募
用
紙
に
レ
シ
ー

ト
を
貼
っ
て
応
募
す
る
と
、
抽
せ
ん
で
43

人
に
お
い
し
い
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

■■日
８
月
8
日
○金
～
10
月
13
日
○月　

■■問
庄
内

直
売
組
織
連
絡
会
議
☎
64
‐
２

１
０
３　

鶴
岡
市
納
涼
囲
碁
大
会

■■日
８
月
11
日
○月
午
後
１
時　

■■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡　

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会 

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う

■■日
８
月
12
日
○火
午
後
８
時
30
分　

■■場
田
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
解
説
・
観

望
、
工
作　

■■費
小
学
生
以
上
３
０
０
円

■■持
懐
中
電
灯
、
寝
転
び
マ
ッ
ト
、
は
さ
み
、

の
り
等　

■■申
ス
テ
ラ
の
会　

■■他
別
途
資
料

代
１
０
０
円
・
工
作
材
料
代
実
費

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

の
イ
ベ
ン
ト

▼
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア　

■■日
８
月
17
日
○日
午

前
10
時
～
午
後
３
時　

■■内
あ
み
ぐ
る
み
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
販
売

▼
し
ゃ
り
ん
オ
ー
プ
ン
34
周
年
記
念
行
事　

■■日
・
■■内
８
月
23
日
○土
…
念
珠
関
辨
天
太
鼓

24
日
○日
…
夕
陽
能
（
山
戸
能
）

▼
共
通　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎

44
‐
３
２
１
１

テ
ー
マ
は「
賑
風 

～
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｐ
ｕ
～
」 

お
ぃ
や
さ
祭
り

■■日
８
月
17
日
○日
午
後
１
時
～
８
時
30
分

■■場
山
王
通
り　

■■内
庄
内
は
え
や
節
流
し
踊

り
等　

■■問
同
祭
り
実
行
委
員
会
☎
24
‐
８

９
８
７

東
田
川
文
化
記
念
館
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

山
形
弦
楽
四
重
奏
団

■■日
８
月
24
日
○日
午
後
２
時　

■■定
１
３
０
人

■■費
２
、
０
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
。
要
整
理
券
）　

■■場
・

■■申
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

音
楽
の
夕
べ 

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
８
月
24
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

中

西
暁
子
・
片
倉
真
由
子
Ｄ
Ｕ
Ｏ　

■■費
高
校

生
以
上
…
１
、
５
０
０
円
　
小
・
中
学
生

…
５
０
０
円　

■■場
・
■■問
加
茂
水

族
館
☎
33
‐
３
０
３
６
　
■■他
HP

つ
る
お
か
森
の
時
間 

鳥
海
山

の
ブ
ナ
林
を
散
策
し
よ
う

■■日
８
月
30
日
○土
午
前
８
時
10
分
～
午
後
３

時　

■■場
鳥
海
山
周
辺　

■■定
20
人　

■■費
高
校

生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
１
、
０
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
８
月

12
日
○火
ま
で
HP
ま
た
は
環
境
政
策
課
（
つ

る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
内
）
☎
26
‐
０
１

３
９
へ

せ
か
い
の
台
所 

エ
チ
オ
ピ
ア
料
理
～

ウ
ベ
さ
ん
＆
フ
ィ
ク
ル
さ
ん
の
台
所
～

■■日
８
月
31
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■■定
先
着
10
人　

■■師
ウ
ォ
ル
デ
・
ウ
バ
イ
エ

フ
・
ゲ
ブ
レ
メ
デ
ィ
ン
氏
、
イ
ェ
ネ
ェ
ナ

フ
・
フ
ィ
ク
ル
タ
・
イ
グ
ザ
ウ
氏
（
エ

チ
オ
ピ
ア
出
身
）　

■■費
１
、
６
０
０
円　

■■場
・
■■申
８
月
９
日
○土
か
ら
出
羽
庄
内
国
際

村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

鶴
岡
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念 

黒
川
能
野
外
能
楽 

水
焰
の
能

■■日
９
月
６
日
○土
午
後
６
時　

■■場
櫛
引
総
合

運
動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
）　

■■定
３
０
０
人　

■■内
舞
囃
子

（
櫛
引
東
小
）、
能

「
石
橋
」、
狂
言

「
瓜
盗
人
」（
黒
川

能
下
座
）　

■■費
２
、

０
０
０
円
（
当
日

は
５
０
０
円
増
し
。

高
校
生
以
下
無

料
）　

■■問
櫛
引
庁

舎
産
業
建
設
課
☎

57
‐
２
１
１
５

鶴
岡
市
芸
術
祭（
９
月
の
日
程
）

■■日
９
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
銀
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▼
さ
ゞ
波
会　

民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い

■■日
９
月
20
日
○土
午
後
０
時
30
分　

■■場
中
央

公
民
館

▼
レ
ー
ヴ
・
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

バ
レ
エ

リ
サ
イ
タ
ル　

■■日
９
月
21
日
○日
午
後
２
時　

■■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

▼
共
通　

■■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８　

■■他
HP

同
志
社
公
友
会
山
形
県
支
部 

文
化
講
演
会

■■日
９
月
6
日
○土
午
後
４
時　

■■場
東
京
第
一

ホ
テ
ル
鶴
岡　

■■定
30
人　

■■内「
日
本
遺
産

『
北
前
船
』
が
紡
い
だ
加
茂
の
歴
史
」
升

川
繁
敏
氏
（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）　

■■申
８
月
30
日
○土
ま
で
同
会
実
行
委
員
会
へ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

利
用
資
格
講
習
会

■■日
８
月
6
日
○水
・
15
日
○金
、
９
月
3
日
○水

・
19
日
○金
、
10
月
1
日
○水
午
後
７
時　

■■対

高
校
生
以
上　

■■費
４
０
０
円　

■■場
・
■■申
藤

島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
（
☎
25

‐
８
１
３
１
）　

■■日
８
月
18
日
○月
、
９
月

22
日
○月
午
後
７
時　

タ
ク
ト
鶴
岡　

■■内
開
幕
式
典
、
記
念
講
演

（
■■師
石
澤
典
夫
氏
〈
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉）
等

▼
白
甕
社
美
術
展　

■■日
８
月
27
日
○水
～
９

月
７
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
７
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■費
大
人
…
５
０
０
円　

学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

身
体
障
害
者
・
団
体
…
各
半
額

▼
田
川
民
話
の
会
語
り
市
〝
ん
だ
ば
、
語

て
み
っ
が
の　

み
ど
り
町
宿
〟　

■■日
９
月

６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
第
六
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
鶴
岡
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

室
内

楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト　

■■日
９
月
６

日
○土
午
後
３
時　

■■場
中
央
公
民
館　

■■費
大

学
生
以
上
…
５
０
０
円　

中
学
生
・
高
校

生
…
３
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
無
料

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会　

歌
と
踊
り
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ー　

■■日
９
月
７
日
○日
正
午　

■■場
中
央
公
民
館　

■■費
５
０
０
円

▼
如
月
会
水
墨
画
展　

■■日
９
月
10
日
○水
～

15
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
15
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■■場
中
央
公
民
館

▼
あ
つ
み
作
品
展　

■■日
９
月
11
日
○木
～
14

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
14
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

■■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▼
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽　

写
真
展
覧
会

■■日
９
月
11
日
○木
～
15
日
○月
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
錦
心
流
琵
琶
鶴
岡
支
部
演
奏
会　

■■日
９

月
14
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
中
央
公
民

館

に
こ
♥

ふ
る 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■■日
８
月
28
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）

先
着
20
人　

■■費
２
１
０
円　

■■申
８
月
26
日

○火
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐

０
１
４
９
へ　

■■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免

除
て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」古
の 

六
十
里
越
街
道
湯
殿
山
参
道
を
行
く

■■日
９
月
6
日
○土
午
前
８
時
15
分
（
市
役
所

本
所
集
合
〈
原
則
全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■■場

湯
殿
山
有
料
道
路
入
り
口
↓
仙
人
沢
↓
湯

殿
山
神
社
本
宮
↓
仙
人
沢
（
５
㎞
）　

■■定

75
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円
　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申
８
月
18
日

○月
～
25
日
○月
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１

３
１
ま
た
は
市
ラ
イ
ン
で　

■■他

小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
ゆ
っ
た
り

会
員
募
集

■■日
月
３
回
金
曜
日
午
後
７
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円　

■■問
同
サ

ー
ク
ル　

■■他
体
験
会
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

■■日
火
曜
日
午
後

１
時
30
分　

■■場
小
真
木
原
公
園　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
８
月
・
９
月
の
各
月
４
回
～
５
回
午
後

２
時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
８
月
14
日
○木
、
９
月
11
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
８
月
19
日
○火
、
９
月
16
日

○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
４
０
０
円

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■■日
8
月
23
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内「
認
知
症
と
い
う
病
気
」

丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
内
科
系
診
療
部
長
）、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
「
認
知
症
へ

の
備
え　

鶴
岡
市
の
取
組
み
」　

■■申
本
所

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

慶
應
先
端
研
か
ら
だ
館　

健
康
大
学 

正
し
く
知
る
認
知
症
と
暮
ら
し

■■日
８
月
25
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■師
五
十
嵐
美
恵
子
（
市
保
健
師
）　

■■場
・
■■申
８
月
20
日
○水
ま
で
同
館
☎
29
‐
０

８
０
６
へ

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ 

「
に
こ
っ
と
」

■■日
８
月
27
日
○水
午
後
２
時　

■■場
荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
が
ん
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
と
病
気
や
生
活
に
つ
い
て
対

話　

■■申
８
月
26
日
○火
ま
で
同
院
地
域
医
療

連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５
へ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ



14■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP ＝ホームページ

▼
ミ
ニ
テ
ニ
ス　

■■日
金
曜
日
午
後
７
時　

■■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■他
ラ

ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

▼
共
通　

■■申
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ 

大
会
参
加
チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■■日
10
月
上
旬
～
12
月　

■■対
ク
ラ
ブ
男
子
・

女
子
、
実
業
団
、
シ
ニ
ア
、
ミ
ド
ル
（
男

女
混
合
）、
個
人
は
鶴
岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー
ム
で
の
参
加　

■■費
１
チ
ー
ム
８
、
０
０
０
円
（
個
人
は
参

加
チ
ー
ム
に
よ
る
）　

■■申
８
月
15
日
○金
ま

で
大
宝
館
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト 

ク
イ
ズ
で
学
ぼ
う
！
大
宝
館

■■日
８
月
11
日
○月
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

■■対
・
■■内
小
学
１

年
～
３
年
生
…
ス
リ
ー

ヒ
ン
ト
ク
イ
ズ　

小
学

４
年
～
６
年
生
…
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル　

■■場

・
■■問
同
館
☎
24
‐
３
２

６
６　

■■他
参
加
賞
あ
り

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す 

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
８
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
９

月
3
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
、
10
月
1

日
の
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出

に
必
要
な
も
の　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

金
峰
少
年
自
然
の
家
の
催
し

▼
わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

■■日

・
■■場
８
月
12
日
○火
…
海
浜
自
然
の
家
（
遊

佐
町
）　

10
月
８
日
○水
、
11
月
15
日
○土
…

金
峰
少
年
自
然
の
家　

■■対
家
族
ま
た
は
高

校
生
以
上
各
回
先
着
40
人　

■■内
天
体
指
導

員
に
よ
る
解
説
、
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
の

天
体
観
測　

■■申
各
回
１
か
月
前
か
ら
HP
で　

■■他
悪
天
候
時
は
ク
ラ
フ
ト
体
験
（
別
途
集

金
）

▼
は
じ
め
て
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

■■日
９
月
6
日
○土
～
7
日
○日　

■■場
同
館　

■■対

こ
れ
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
た
い
、
キ
ャ

ン
プ
経
験
が
少
な
い
家
族
８
組　

■■内
野
外

活
動
、
炊
飯
活
動
、
テ
ン
ト
泊
等　

■■費
高

校
生
以
上
…
３
、
５
０
０
円
　
中
学
生
以

下
…
２
、
５
０
０
円　

■■申
８
月
1
日
○金
～

14
日
○木
に
HP
で

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
24
‐
２
４

０
０西

部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り
な
つ
ま
つ
り

■■日
８
月
17
日
○日
午
前
10
時　

■■対
小
学
生
先

着
40
人　

■■内
か
き
氷
、
お
化
け
屋
敷
、
射

的
、
ジ
ュ
ー
ス
釣
り
等　

■■費
３
０
０
円　

■■場
・
■■申
８
月
３
日
○日
か
ら
同
館

☎
29
‐
０
０
３
１
へ

親
子
人
形
劇
公
演

■■日
８
月
27
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■■場
櫛
引

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■■対
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者
、子
育
て
サ
ー
ク
ル
等　

■■内『
は

な
さ
か
じ
い
さ
ん
』『
ガ
ー
ビ
ー
ブ
ー
と

お
と
も
だ
ち
』　

■■申
櫛
引
庁
舎
総
務
企
画

課
☎
57
‐
２
１
１
１

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
①
８
月
28
日
○木　

②
９
月
25
日
○木　

■■時
午
前
10
時　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
未
就
園
児
（
①
令
和
６
年
８

月
～
令
和
７
年
１
月
生
ま
れ　

②
令
和
６

年
９
月
～
令
和
７
年
２
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者
各
日
30
組　

■■内
①
離
乳
食
の
話　

②
音
楽
を
楽
し
も
う　

■■師
①
栄
養
士　

②

蛸
井
美
羽
鳥
氏　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
９
月
4
日

○木
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
７
年
３
月
～
５
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
あ
か
ち
ゃ
ん
と

の
触
れ
合
い
遊
び　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請

で▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■■日
９
月
9
日
○火
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
妊
婦
ま
た
は
子
育
て
中
の
転
入
家

族
５
組　

■■他
要
申
込
み

▼
あ
そ
び
の
広
場
・
秋　

■■日
９
月
19
日
○金

午
前
10
時
15
分　

■■場
朝
暘
武
道
館　

■■対
３

か
月
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
50
組　

■■内
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
、
大
型

遊
具
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
等　

■■申
８
月
19
日
○火
～
９
月
2
日
○火
に
や
ま
が

た
ｅ
申
請
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
」

■■日
８
月
29
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■師
上
野
和
佳
氏

（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■場
・
■■申
８
月
１
日
○金
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

劇
団
「
扉
座
」
演
劇
体
験 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■■日
９
月
７
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■■場
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡　

■■対
小
学
３
年
～
６
年
生
先

着
20
人　

■■申
８
月
31
日
○日
ま
で 

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
自
然
体
験
活
動
「
オ
ー
タ
ム
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
in
大
山
」　

■■日
８
月
30
日
○土
午
前

９
時
～
午
後
３
時　

■■場
ほ
と
り
あ　

■■対
小

学
生
先
着
12
人　

■■内
湿
地
周
辺
で
の
生
物

観
察
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
ク
ラ
フ
ト
等　

■■費
６
０
０
円　

■■申
８
月
８
日
○金
か
ら

▼
お
は
な
し
会　

■■日
９
月
3
日
○水
午
前
11

時　

■■場
南
部
児
童
館　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の

子
育
て
・
子
供
向
け
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保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■■日
９
月
5

日
○金
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■場
同
館

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■■内
手
作
り
お

も
ち
ゃ

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
64
‐
１
９

０
０　

■■他
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

妊
産
婦
や
子
育
て
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催 

ご
っ
と
さ
ん
の
日

■■日
９
月
17
日
○水
午
前
10
時　

■■対
子
育
て
中

ま
た
は
産
前
産
後
の
家
庭　

■■内
手
作
り
お

も
ち
ゃ
作
り
、
発
育
測
定
・
保
健
相
談　

■■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■場

・
■■申
常
念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
る
ん
び
に
ー
園
☎
24
‐

９
０
５
５
　
■■他
HP

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
初
飛
来
日
あ
て
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
５　

■■申
９
月
22
日
○月
ま
で
２

次
元
コ
ー
ド
で　

■■他
正
解
者
の
中
か
ら
抽

せ
ん
で
市
内
温
泉
宿
泊
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
等
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
ほ
と
り
あ
ぬ
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト　

■■日
９

月
22
日
○月
ま
で　

■■
テ
ー
マ　
「
都
沢
湿

地
の
生
物
」（
１
人
１
点
）　

▼
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
・
大
山
下
池

▽
ハ
ス
の
花
を
見
る
ツ
ア
ー　

■■日
８
月
９

日
○土
午
前
８
時
・
９
時
・
10
時
・
11
時
・

正
午　

■■定
各
回
２
人
（
ボ
ー
ト
乗
船
）　

■■費
１
人
１
、
０
０
０
円　

■■申
８
月
７
日
○木

ま
で

▽
ハ
ス
の
花
の
販
売　

■■日
８
月
10
日
○日
午

前
10
時

▼
ハ
ス
の
お
茶
づ
く
り　

■■日
８
月
９
日
○土

・
10
日
○日
午
後
２
時　

■■定
各
日
５
人　

■■費

１
、
０
０
０
円　

■■申
８
月
７
日
○木
ま
で

▼
ど
ろ
っ
ぱ
池
の
水
を
ぬ
く
！
池
に
は
ど

ん
な
生
き
も
の
が
い
る
か
な
？　

■■日
８
月

16
日
○土
午
前
10
時　

■■定
20
人　

■■費
２
０
０

円　

■■申
８
月
14
日
○木
ま
で

▼
自
由
研
究
対
応
事
業
「
い
の
ち
学
」　

■■日
８
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■■対
小
学
生
８

人　

■■内
外
来
生
物
の
駆
除
、
外
来
生
物
料

理
作
り　

■■費
６
０
０
円　

■■申
８
月
14
日
○木

ま
で　

▼
自
然
観
察
会
「
夏
の
星
空
鑑
賞
会
」　

■■日
８
月
17
日
○日
午
後
７
時　

■■定
30
人　

■■師

富
樫
均
氏
（
同
館
館
長
）　

■■費
５
０
０
円　

■■申
８
月
15
日
○金
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く

り　

■■日
８
月
23
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費

５
０
０
円

▽
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
は
が
き
づ
く
り　

■■日
８
月
23
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費
１
０

０
円　

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト

▽
大
山
下
池
の
外
来
植
物
駆
除
　
■■日
9
月

13
日
○土
午
前
９
時　

■■対
小
学
３
年
生
以
上　

■■申
９
月
11
日
○木
ま
で

▽
都
沢
湿
地
の
外
来
植
物
駆
除　

■■日
9
月

14
日
○日
午
前
９
時　

■■対
小
学
３
年
生
以
上　

■■申
９
月
12
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３　

■■他
HP老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
入
浴　

■■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日

■■時
女
湯
…
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

男
湯
…
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

■■費
２
０

０
円　

■■申
利
用
30
分
前
ま
で

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
８
月
6
日
・
7

日
・
20
日
・
21
日
・
27
日
・
28
日
、
９
月

3
日
・
4
日
・
10
日
・
11
日
・
17
日
・
18

日
・
24
日
の
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
８
月
7
日
○木
・
21
日
○木
・
28
日
○木

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
８
月
6
日
○水
・
13
日

○水
・
20
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

▼
数
独
教
室　

■■日
８
月
8
日
○金
・
15
日
○金

・
22
日
○金
・
29
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
イ
ン
ド
風
キ
ー
マ
カ
レ
ー
を
作
る　

■■日

８
月
9
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■■定
先
着
10
人　

■■内
キ
ー
マ
カ
レ
ー
作
り
、

ス
パ
イ
ス
の
そ
ろ
え
方
等　

■■費
８
０
０
円

■■他
要
申
込
み

▼
暮
ら
し
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
座

■■日
８
月
23
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着

10
人　

■■内
６
種
類
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

践　

■■持
２
ｍ
程
度
の
ロ
ー
プ
１
本　

■■他
要

申
込
み

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
山
に
関
す
る
映
画
上
映
会　

■■日
８
月
10

日
○日
・
11
日
○月
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■内『
母
な
る
森
』
ほ
か

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
上
映
会　

■■日
・

■■内
９
月
６
日
○土
午
前
10
時
…
第
一
番　

６

日
○土
午
後
1
時
30
分
…
第
二
番　

７
日
○日

午
前
10
時
…
第
三
番　

７
日
○日
午
後
１
時

30
分
…
第
四
番　

▼
共
通　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ

ー
☎
62
‐
４
３
２
１

致
道
博
物
館

▼
出
羽
庄
内
藩
主
酒
井
家　

受
け
継
が
れ

し
名
品　

■■日
８
月
22
日
○金
～
10
月
20
日
○月　

■■内
大
名
酒
井
家
に
伝
来
し
た
様
々
な
美
術

品
や
歴
史
資
料
な
ど
を
通
じ
、
庄
内
の
歴

史
と
大
名
家
と
し
て
の
文
化
を
考
え
る

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円

▽
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■■日
８
月
31
日
○日
午
後
２
時

▼
博
物
館
登
録
制
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

事
前
説
明
会　

■■日
８
月
22
日
○金
・
23
日
○土

午
後
２
時　

■■他
要
申
込
み

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

施
設
の
催
し 
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▼
共
通　

■■場
・
■■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１

１
９
９　

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

８
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
水
ま
ん
じ
ゅ
う
」

■■日
８
月
9
日
○土
午
後
1
時
30
分　

■■定
先
着

7
人

▼
ト
マ
ト
料
理　

■■日
８
月
23
日
○土
午
前
10

時　

■■定
先
着
12
人

▼
共
通　

■■費
２
、
５
０
０
円　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９

３　
中
央
公
民
館
短
期
講
座 

基
礎
か
ら
の
ス
マ
ホ
教
室

■■日
・
■■内
８
月
28
日
○木
…
は
じ
め
て
の
ス
マ

ホ
体
験　

29
日
○金
…
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

９
月
３

日
○水
…
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済　

8
日
○月

…
防
災　

■■時
午
後
１
時
30
分　

■■定
各
コ
ー

ス
15
人
（
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
２
つ
ま
で

選
択
可
能
）　

■■師
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱　

■■場

・
■■申
８
月
６
日
○水
～
15
日
○金
に
同
館
☎
25

‐
１
０
５
０
へ

外
出
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る 

地
域
支
え
合
い
型
移
動
支
援
講
座

■■日
８
月
28
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し

た
い
方
、
移
動
支
援
の
立
ち
上
げ
に
関
心

の
あ
る
方
等
60
人　

■■内「
移
動
支
援
に
つ

い
て（
制
度
と
仕
組
み
等
）」本
間
博
氏（
や

ま
が
た
福
祉
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
）　

■■申
８
月
18
日
○月
ま
で
本
所
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

産
業
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

■■日
８
月
29
日
○金
午
後
３
時
30
分　

■■場
酒
田

駅
前
交
流
拠
点
施
設
ミ
ラ
イ
ニ　

■■定
45
人　

■■内「
小
水
力
発
電
事
業
化
の
可
能
性
‐
鳥

海
貝
沢
発
電
所
の
事
例
」金
内
剛
氏（
合

同
会
社
ハ
イ
ド
ロ
パ
ワ
ー
代
表
社
員
）　

■■申
８
月
28
日
○木
ま
で
鶴
岡
高
専

☎
25
‐
９
４
５
３
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
美
術
講
座 

古
布
で
布
ぞ
う
り
づ
く
り

■■日
９
月
４
日
○木
・
15
日
○月
午
後
１
時　

■■対

高
校
生
以
上
各
日
先
着
12
人　

■■師
太
田
金

子
氏
（
手
づ
く
り
工
房
か
た
か
ご
主
宰
）　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■持
綿
素
材
の
古
布
や

着
な
く
な
っ
た
服　

■■場
・
■■申
８
月
28
日
○木

ま
で
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修　

■■日

９
月
2
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■■定

20
人　

■■費
６
、
０
０
０
円

▼
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修　

■■日
９
月
５
日
○金

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

■■定
20
人　

■■費
６
、
０
０
０
円

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
（
全
12
回
）　

■■日
９
月
８
日
～

10
月
23
日
の
月
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30

分
（
９
月
15
日
○月
、10
月
13
日
○月
を
除
く
）　

■■定
８
人　

■■費
２
万
円

▼
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
強
化
セ
ミ
ナ
ー　

■■日

９
月
12
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■■定

20
人　

■■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０　

■■他
HP

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ 

普
通
救
命
講
習

■■日
９
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
消
防

本
部　

■■定
・
■■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人

に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救

命
講
習
Ⅲ
…
小
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
30
人　

■■申
８
月
6
日
○水
～
30
日
○土
に
市

HP
で　

■■問
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３

１　

■■他
希
望
者
に
テ
キ
ス
ト
あ
り
（
■■費
２

０
０
円
）
。
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ

講
習
事
前
受
講
者
は
実
技
講
習

（
■■時
午
後
２
時
30
分
）
の
み

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■■日
丙
種
…
９
月
9
日
○火　

乙
種
第
４
類
…

10
日
○水
・
11
日
○木
（
２
日
間
）　

■■時
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　　

■■場
・
■■申
８

月
4
日
○月
～
９
月
1
日
○月
に
消
防
本
部
予

防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
へ　

■■他
申
込
書
等

は
消
防
本
部
及
び
各
分
署
に
設
置

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー 

木
の
あ
る
暮
ら
し
を
は
じ
め
よ
う

■■日
９
月
20
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
温
海
町
森
林
組
合
集
合
）　

■■定
15
人　

■■内

市
内
の
木
造
建
物
の
見
学
、
あ
つ
み
杉
で

箸
づ
く
り　

■■師
佐
野
正
裕
氏　

■■申
９
月
1

日
○月
ま
で
同
組
合
☎
43
‐
２
３

１
３
ま
た
は
HP
で

山
形
大
学
農
学
部
公
開
講
座 

農
学
の
夕
べ
（
全
５
回
）

■■日
10
月
2
日
○木
・
9
日
○木
・
16
日
○木
・
23

日
○木
・
30
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■■対
高
校

生
以
上
先
着
70
人　

■■場
・
■■申
８
月
20
日
○水

～
9
月
19
日
○金
に
HP
ま
た
は
同

学
部
☎
28
‐
２
９
４
１
へ

リ
カ
レ
ン
ト
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に 

公
益
大
大
学
院 

科
目
履
修
生
募
集

■■日
10
月
～
来
年
１
月　

■■
受
講
科
目　

「
公
益
学
総
論
」「
地
域
の
歴
史
と
文
化
」

「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
」「
移

民
・
難
民
論
」
等　

■■対
４
年
制
大
学
を
卒

業
し
た
方
若
干
名　

■■費
入
学
金
２
万
円
、

科
目
履
修
料
各
３
万
円
、
保
険
料
、
教
科

書
代
等　

■■場
・
■■申
９
月
19
日
○金
ま
で
同
大

大
学
院
☎
29
‐
０
５
５
５
へ　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
可

令
和
８
年
度
鶴
岡
市
戦
没
者
追
悼
式 

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」募
集

　

平
和
へ
の
願
い
、
戦
没
者
へ
の
追
悼
に

つ
い
て
の
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

募
集
し
ま
す
。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP ＝ホームページ

募
集

講
座
・
講
習
会 
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■■対
市
内
の
小
学
６
年
生
～
高
校
２
年
生　

■■
規
格　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

程
度
（
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
学
校
名
・
ク

ラ
ス
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

■■申
８
月
１

日
○金
～
９
月
30
日
○火
に
本
所
福
祉
課
☎
35

‐
１
２
５
２
へ　

■■他
応
募
作
品
か
ら
１
つ

を
選
出
し
、
来
年
４
月
24
日
○金
の
式
典
で

発
表令

和
８
年
産「
つ
や
姫
」 

生
産
者 

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積

や
栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■■
募
集
期
間　

８
月
8
日
○金
～
9
月
12
日

○金　

■■申
つ
や
姫
生
産
者
…
本
所
農
政
課
☎

35
‐
１
２
９
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業

建
設
課
へ　

雪
若
丸
生
産
組
織
…
庄
内
総

合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１
０

３
　　
■■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業
者
ま
た
は
生

産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る

場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日

を
要
確
認

９
月
12
日
○金
～
17
日
○水
開
催 

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

■■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は

団
体　

■■
種
別　

工
芸
、手
芸
、書
、絵
画
、

写
真
（
１
人
２
点
以
内
）　

■■申
８
月
19
日

○火
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
24
‐
８
６

４
０
へ　

■■問
同
会
ま
た
は
本
所
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４
へ　

■■他
優

秀
作
品
は
９
月
17
日
○水
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
表
彰

手
づ
く
り
絵
本
・
紙
芝
居 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■■
規
格　

▽
絵
本
…
８
ペ
ー
ジ
以
上
で
本

の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
（
形
式
・
材
料

は
自
由
）　

▽
紙
芝
居
…
８
場
面
以
上
で

紙
芝
居
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の　

■■申
作

品
に
応
募
票
を
添
付
し
、
８
月
27
日
○水
ま

で
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２

５
へ　

■■他
HP

出
店
者
・
当
日
ス
タ
ッ
フ
募
集 

農
福
交
流
マ
ル
シ
ェ「
あ
し
た
ば
広
場
」

■■日
８
月
31
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

■■内
野
菜
や
障
害
者
施
設
で
作
っ
た
産
品
の

販
売　

■■問
同
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
☎
33

‐
８
９
３
９

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

湯
野
浜
き
ら
き
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■■日
８
月
31
日
○日
午
前
10
時
15
分
（
湯
野
浜

海
水
浴
場
北
側
駐
車
場
集
合
）　

■■内
海
岸

清
掃
と
花
壇
整
備　

■■申
８
月
29
日
○金
ま
で

湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐

２
２
５
８
ま
た
は
２
次
元
コ
ー

ド
でグ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン 

コ
ン
テ
ス
ト　

写
真
募
集

■■対
市
民
及
び
市
内
の
企
業
・
団
体　

■■
各

賞　

最
優
秀
賞
ほ
か
数
点　

■■申
応
募
用
紙

に
写
真
（
２
枚
以
内
）
を
添
付
し
、
８
月

29
日
○金
ま
で
環
境
政
策
課
内
「
環
境
つ
る

お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０
１

６
０
へ　

■■他
提
出
物
返
却
不
可
。

入
賞
者
へ
副
賞
あ
り
。
市
HP

つ
る
お
か
エ
コ
川
柳 

作
品
募
集

■■
部
門　

①
小
・
中
学
生　

②
一
般　

■■対

①
市
内
在
住　

②
市
内
に
在
住
・
在
学
・

在
勤
し
て
い
る
方
　
■■
各
賞　

各
部
門
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
各
１
人　

■■申
８
月
29
日

○金
ま
で
応
募
用
紙
ま
た
は
申
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
環
境
政
策
課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推

進
協
議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０
１
６
０
へ　

■■他
１
人
２
作
品
以
内
。
提
出
物

返
却
不
可
。
入
賞
者
へ
副
賞
あ

り
。
市
HP

ふ
じ
し
ま
音
楽
祭 

出
演
者
募
集

■■日
11
月
1
日
○土　

■■場
藤
島
地
区
地
域
活
動

セ
ン
タ
ー　

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
団

体
ま
た
は
個
人
の
方　

①
主
に
藤
島
地
域

で
活
動
し
て
い
る　

②
同
祭
に
実
行
委
員

と
し
て
参
加
可
能　

■■申
8
月
29
日
○金
ま
で

藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64
‐

５
８
１
４
へ

管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談 

糖
尿
病
健
康
相
談

■■日
８
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
９

月
２
日
・
9
日
・
16
日
・
30
日
、
10
月
7

日
の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

20
分　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
お
お
む
ね
75

歳
ま
で
の
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
等　

■■申

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４

９
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■■日
８
月
・
９
月
の
毎
週
水
曜
・
金
曜
日

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、

気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
等
の
悩
み
へ

個
別
相
談
（
１
人
１
時
間
程
度
）　

■■申
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■■日
８
月
・
9
月
の
週
１
回
不
定
期　

■■場
に

こ
♥

ふ
る　

■■対
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
等
の
40
歳
未
満
の
方
と

そ
の
家
族
各
日
２
人　

■■内
専
門
職
に
よ
る

個
別
相
談　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

35
‐
０
１
５
６　

■■他
開
催
日
は
要
問
合
せ

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■■日
８
月
23
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP ＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

相
談

グリーンカーテンコンテスト
令和６年度最優秀賞作品
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■■場
・
■■申
８
月
22

日
○金
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７
へ

起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
夜
間
相
談
会

■■日
８
月
26
日
○火
、
９
月
30
日
○火
、
10
月
28

日
○火
、
11
月
25
日
○火
、
12
月
23
日
○火
、
来

年
１
月
27
日
○火
午
後
６
時
～
８
時
30
分　　

■■内
創
業
融
資
、
事
業
融
資
、
経
営
改
善
、

補
助
金
活
用
、
販
路
拡
大
等　

■■場
・
■■申
庄

内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

２
２
０
０　

■■他
HP

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■■日
①
８
月
27
日
○水　

②
９
月
24
日
○水　

■■時

午
前
10
時
～
11
時　

■■場
①
市
役
所
本
所
４

階
ロ
ビ
ー　

②
同
別
棟
第
１
会
議
室　

■■内

新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
２
８

山
形
財
務
事
務
所 

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
相
談
員
が
借
金
の
状
況
を
伺
っ
て
、

返
済
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分　

■■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
２
０
１　

■■問
同

事
務
所
理
財
課
☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５

１
７
８

空
き
家
相
談
窓
口

　

空
き
家
に
関
す
る
相
談
や
依
頼
に
お
近

く
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

■■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■■
相
談
電
話
・
■■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
☎
０
２
３
‐
６
６
５
‐
０
１
０

０
不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口

　

開
業
の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
等
の
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■■
相
談
電
話
・
■■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
６
６
５

８「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・ 

相
談
会

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
８
月
5
日
○火

・
19
日
○火
、
９
月
2
日
○火
・
16
日
○火
午
後

６
時
30
分　

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学

生
以
下
…
２
０
０
円

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
８
月
7
日
○木

・
21
日
○木
、
９
月
4
日
○木
・
18
日
○木
午
後

１
時
～
３
時

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
８
月
14
日
○木

・
24
日
○日
、
９
月
11
日
○木
・
28
日
○日
午
前

10
時
～
午
後
５
時

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
８
月
13

日
○水
は
開
館
し
ま
す
。

■■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
☎
29
‐
１
８
８
０

旧
致
道
館
…
☎
23
‐
４
６
７
２　

大
宝
館

…
☎
24
‐
３
２
６
６

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間 

申
告
分
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　

税
務
署
か
ら
中
間
申
告
書
が
送
ら
れ
て

い
る
個
人
事
業
者
は
、
申
告
書
を
提
出
期

限
ま
で
に
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

９
月
1
日
○月
ま
で
納
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方

は
、
振
替
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
が
困
難
な
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

山
響
×
仙
台
フ
ィ
ル
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト 

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■■日
9
月
14
日
○日
午
後
３
時　

■■場
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内
在
住

の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■■申
８
月
8
日

○金
ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
７
へ

８
月
26
日
は
火
山
防
災
の
日

　

明
治
44
年
、
浅
間
山
に
日
本
で
最
初
の

火
山
観
測
所
が
設
置
さ
れ
、
観
測
が
始
ま

り
ま
し
た
。
大
き
な
噴
石
や
火
砕
流
等
は
、

避
難
ま
で
の
時
間
的
猶
予
が
ほ
と
ん
ど
な

い
危
険
な
火
山
現
象
で
す
。
こ
の
日
を
き

っ
か
け
に
、
火
山
防
災
へ
の
備
え
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■■問
山
形
地
方
気
象
台
☎
０
２
３

‐
６
２
２
‐
０
６
３
２

ご
み
処
理
施
設
を
見
学
し
ま

せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
次
の
ご
み
処
理
施
設
の
見
学

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
見
学
可

能
日
時
等
は
各
施
設
で
異
な
り
ま
す
。

▼
ご
み
焼
却

施
設
「
つ
る

お
か
エ
コ
フ

ァ
イ
ア
」　

■■内
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
や
手

回
し
発
電
ゲ

ー
ム
な
ど
を

体
験
し
、
も
や
す
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ぶ　

■■問
つ
る
お
か
エ
コ
・
ア
ー

ス
㈱
☎
33
‐
９
６
５
０

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」

■■内
資
源
物
の
選
別
や
再
生
品
を
見
て
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぶ　

■■問
同
館
☎
35
‐

３
５
５
７

▼
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場　

■■内
ご
み
の

埋
立
現
場
を
見
学
（
団
体
限
定
）　

■■問
同

館
☎
35
‐
３
５
５
７

▼
共
通　

■■問
環
境
政
策
課
☎
22

‐
２
８
４
９　

■■他
市
HP

そ
の
他
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2025年度自主事業
【問合せ】荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

タクト
ピアノオープンデイ スタインウェイやヤマハなど、タクトの全ての

ピアノが予約不要で弾き放題の特別な１日！
ピアノが好きな方も、ちょっと弾いてみたい方も、
初めての方も大歓迎。

◆費用　１組500円（大ホールのみ）
◆受付　午前10時～午後４時30分
◆設置場所　大ホール…スタイン
ウェイ　小ホール…ヤマハ　エント
ランス…カワイ　楽屋１前…ヤマハ　

練習室１・２…スタインウェイ（アッ
プライト）
◆その他
　オリジナルグッズがもらえるスタ
ンプラリーを同時開催

８月24日（日）午前10時～午後５時

ワンコインコンサート
９月27日（土）午前11時＼０歳からの／

Vol.9　はじめましてのクラシック
オカリナとピアノの音色でくつろぐ１時間。
０歳から入場ができます。コンサートデビュー
にもおすすめです。

●チケット料金（全席自由）
　一般（中学生以上）…500円
　小学生以下…無料
※飲料持込み可。
※車椅子で来場予定の方は、購入時にお伝え
　ください。
●チケット販売
　８月１日○金 午前10時から同館ＨHPまたは窓口でオカリナ

山本奈央
ピアノ
田村緑

アーティストガチャ
Artist�GACHA�7th

タクトの「日常」で、アートに出会える。
庄内を拠点に活動するアーティストの、世界に１つだ
けのアート作品がガチャガチャになって登場。
毎回即完売の人気企画が、３年ぶりに帰ってきます！

◆費用　１回500円
◆期間　８月20日○水 から（売り切れ次第終了）

©Shigeto Imura

荘銀タクト鶴岡小ホール

©Shigeto Imura
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槇島ほうき応援隊【夏】 
ほうききびの刈り取り！●庄内町

■■日８月30日○土 午前６時　■■場余目第三まちづくり
センター　■■持ゴム手袋、せん定ばさみ　■■申庄内
町観光協会☎0234‐42‐2922　■■他朝食付き。
秋のほうき作り体験に特別価格で参加可能

庄内ひらた目ん玉夏まつり

■■日８月24日○日 午後４時30分～８時30分　■■場ひら
たタウンセンター北側広場等　■■内ステージイベン

ト（バンド演奏、よさこい演舞、一輪車演技等）、
盆踊り大会、抽せん会、フリーマーケット（■■時
午後１時）、花火の打ち上げ（■■時午後８時）　　■■問
平田地域観光物産事業実行委員会☎0234‐52‐
3910　■■他荒天の場合、花火の打ち上げのみ25日
○月 に順延。再順延は26日○火 。HP

●酒田市

みなとオアシスまつりin酒田

■■日８月24日○日 午前10時～午後３時　■■場 SAKATA
NTO脇　■■内グルメ販売、働く船の一般公開、み
なとのお仕事展示等　■■乗船体験　月峯（■■時午前
10時30分・11時30分、午後１時）、最上丸（■■時
午前10時45分。整理券配布は10時から）　　■■問酒
田市商工港湾課☎0234‐26‐5758　■■他さかた
海鮮市場前・みなと市場裏駐車場を利用してくだ
さい

●酒田市

鶴
岡
公
園
の
活
用
は
？

　

鶴
岡
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
整
備
工
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

人
が
集
ま
る
空
間
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
は
、鶴
岡
公
園
の
正
面
広
場
を「
二

の
丸
広
場
」
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
夏
季
限
定
で
子
供
用
の
水

遊
び
場
を
設
置
し
た
り
、
民
間
事
業
者

と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し

て
利
用
し
た
り
と
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
水
遊
び
場
（
床
噴
水
）
の
設
置

■■日
８
月
31
日
○日
ま
で　

■■時
午
前
９
時
～

午
後
６
時　

■■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
35

‐
１
３
３
２　

■
８
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

QＡ

●
食
文
化
と
城
下
町
鶴
岡
の
朝
市
「
鶴

市
」　

■■日
８
月
10
日
○日
・
24
日
○日
午
前

６
時
30
分
～
8
時
30
分　

■■内
地
元
の
農

産
物
や
加
工
品
な
ど
の
販
売　

■■問
同
実
行
委
員
会
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム

●BEER
&

M
U

SIC G
A

RD
EN

　

■■日
８
月
14
日
○木
・
15
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
8
時　

■■内
ド
リ
ン
ク
ブ
ー
ス
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
、
Ｄ
Ｊ
と
ラ
イ
ブ
生

演
奏　

■■問
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

■
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店

　

５
月
～
11
月
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出

店
し
て
い
ま
す
。
市
HP
に
、
出
店
カ
レ

ン
ダ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
〈
本
所
都
市
計
画
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　�
　本所総務課☎35‐1117

出店者
募集

出店
情報

「鶴市」のにぎわい
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今月の各種相談窓口開設日　８/４～９/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 12日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 13日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎地域づくり推進課☎53‐2114 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 28日○木13：30～15：30・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 21日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 22日○金13：30～16：00（15：30受付終了）・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 9日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課つるおか広報室

《人口と世帯》（令和７年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：115,466人
　　 （男：55,598人、女：59,868人）
　世帯数：49,532世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞                     　 ①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00 ～ 21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00 ～ 12：00

 ②  13：00 ～ 15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡をお願いし
ます。！

献血　８/４～９/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
８ ．６○水   9：30 ～ 11：00 ＪＡ庄内たがわ羽黒支所

９○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃

11○月 ９：30 ～ 11：30 ファミリーマート鶴岡宝田店
〃 13：00 ～ 15：30 　　　　  〃

15○金 ９：30 ～ 11：30 市役所本所
〃 13：00 ～ 15：30          〃

29○金 ９：30 ～ 11：30 勤労者会館
〃 13：30 ～ 15：30 鶴岡協立病院

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
教 育 相 談（学校教育 ･ 就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
〃　　（不登校・児童生徒の発達） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラムは
こちらから

↑ X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから
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移動図書館「やまびこ号」Chapter
02

　右の写真のような車を見掛けたことはあるでしょうか。
　この車は、鶴岡市立図書館が運行する移動図書館「やま
びこ号」です。市内の保育園や小学校、高齢者施設、コ
ミュニティセンターなど、毎月約60か所を巡回し、図書
館が遠くて行くことができない方などに本をお届けしてい
ます。年間約6,000人以上の方が利用し、
約３万冊の本を貸し出しているほか、予
約やリクエストにも対応しています。
　巡回場所では、利用する方との交流も
あり、本を通じたつながりの場にもなっ
ています。

　「やまびこ号を呼びたい！」「この場所にも巡回に来てほし
い！」などのご要望があれば、図書館本館にご連絡ください。
　今後は、やまびこ号でイベント会場にお伺いし、イベントに
関連した書籍の紹介や貸出しなどを検討しています。図書館に
は様々なジャンルの本があるので、いろいろな場面でお役に立
てます。
　

こんな使い方も！

★車体は、本市出身の絵本作家・つちだよしはる
　先生がデザインしたイラストでラッピングされて
　います。子供たちにも大人気！

中はこんな感じに

なっているよ！

図書館だより「やまびこ」を
ぜひご覧ください。
　毎月１日に図書館だより「やまびこ」を発行しています。
季節の話題に絡めた豆知識や新着図書などを紹介しているので、ぜひご覧ください。

図書館だより
「やまびこ」

巡回日程等
詳しくはこちら

この連載では、鶴岡市立図書館の魅力やお役立ち情報を紹介します。
市内には、本館のほか、藤島、羽黒、櫛引、朝日、温海の各地域に
分館があります。いつも利用している方はもちろん、あまり行った
ことがない方も、気軽に市立図書館に足を運んでみませんか。皆さ
んのご来館をお待ちしています！　　　●図書館本館☎25‐2525

●災害支援に活用したこともあります
　平成23年に発生した東日本大震災の後には、布団やお
もちゃなどの物資を積んで宮城県気仙沼市へ支援に行きま
した。現地では、紙芝居や絵本の読み聞かせも行いました。

●イベントへの出張


